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２　出火状況等

（３）月別の出火件数

３　死者

４　負傷者

　　　時間別の出火件数は、16時台が６件と最も多く、続いて９時台、15時台が５件となって

　　いる。２時台、５時台は、火災が発生していない。

　　　消防署別の出火件数は、西宮消防署が20件、鳴尾消防署が23件、瓦木消防署が17件、北

　　火災による死者は、５人（前年１人）となっている。

　名となっている。

　　順となっている。出火件数の少ない曜日は、木曜日の６件となっている。

　

　　（12％）となっている。

　　件となっている。出火件数の少ない月は、６月の１件となっている。

（４）曜日別の出火件数

　　　曜日別の出火件数は、土曜日が13件と最も多く、続いて水曜日が11件、月曜日が９件の

　　　建物火災は、48件（72％）で最も多く、その他火災が11件（16％）、車両火災が８件

　万９千円）となっている。火災損害額を１件当たりに換算すると129万３千円（前年307万６

　千円）となっており、大幅な減少となった。

第１章　令和６年中の火災概況

１　概況

　　令和６年中の火災は、67件で前年85件と比べ18件減少している。これは、昭和34年以降で

　最も少ない発生件数となっている。火災種別毎では、建物火災が48件（前年51件）、林野火

　災が０件（前年１件）、車両火災が８件（前年９件）、船舶火災が０件（前年１件）、その

　　なお、火災による死者は、５人（前年１人）で、負傷者は、10人（前年10人）となってい

　　負傷者が生じた内訳は、消火中が５人、避難中が２人、救助活動中、作業中、その他が１

　他火災が11件（前年23件）となっている。

　前年91人）、焼損面積は904㎡（前年930㎡）、火災損害額は8,664万１千円（前年２億6,148

　　火災による負傷者は、10人（前年10人）となっている。

　　負傷者の年齢は、65歳以上の方が４名で全体の40％を占めている。

（５）時間別の出火件数

（１）出火状況

　　　令和６年中の火災は、5.5日に１件の割合で発生している。（前年4.3日に１件）人口１

　　万人当りの出火件数は、1.4件（前年1.8件）である。

（２）火災種別毎の出火件数

　　焼損棟数は63棟（前年57棟）、り災世帯数は49世帯（前年51世帯）、り災人員は126人（

　　　月別の出火件数は、４月が９件と最も多く発生し、続いて５月、12月の８件、８月の７

（６）消防署別の出火件数

　　消防署が７件となっている。

　る。

　　死者の年齢は、65歳以上が５人となっている。

　　死者が生じた内訳は、逃げ遅れが２名、救助活動中が１名、不明が２名となっている。
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５　焼損棟数

10　損害額

　　損害総額は、8,664万１千円で、前年２億6,148万９千円と比べ１億7,484万８千円減少して

　いる。また、建物損害額は、損害総額の97％に当たる8,427万５千円で、前年２億5,770万８千

　円と比べ１億7,343万３千円減少している。

　が７件の順となっている。

　　曜日別は、日曜日、火曜日、水曜日が１件、不明が４件となっている。また、時間別では、

９　放火の曜日別及び時間別出火状況

　１時台、３時台、15時台が１件、不明が４件となっている。

　　り災世帯は49世帯で、前年51世帯と比べ２世帯減少し、り災人員は126人で、前年91人と比

　べ35人増加している。

７　焼損面積

　　建物焼損面積は、904㎡で、前年930㎡と比べ26㎡減少している。

　　負傷程度は、重症３人、中等症３人、軽症４人となっている。

　　出火原因は、「こんろ」14件で最も多く、続いて「たばこ」と「放火（放火の疑い含む）」

　　内訳は、全損６世帯14人、半損４世帯５名、小損39世帯107人となっている。

８　出火原因

　　焼損棟数は、63棟で前年57棟と比べ６棟増加している。

　　内訳は、全焼５件（前年２件）、半焼１件（前年１件）、部分焼12件（前年９件）、ぼや

　45件（前年45件）となっている。

６　り災世帯・り災人員

　　この不始末が原因となっている。

　　　放火による出火件数は７件（前年11件）で、焼損面積が79㎡（前年18㎡）、損害額が1,33

　　4万８千円（前年15万９千円）となっている。

（１）第１位「こんろ」

　　　こんろによる出火件数は14件（前年12件）で、焼損面積が９㎡（前年２㎡）、損害額が50

　　万８千円（前年７万５千円）となっている。

　　けたが消し忘れたことによるものである。

　　　経過別に見ると、「不適当なところに捨てる」が６件（前年13件）で最も多く、主にたば

　　181万９千円（前年２億4,864万円）となっている。

　　　たばこによる出火件数は７件（前年17件）で、焼損面積が14㎡（前年609㎡）、損害額が

　　　燃料別に見ると、ガスこんろ等のガスを燃料とする機器が12件（前年10件）で、大半を占

　　めている。

　　　経過別に見ると、「放置する、忘れる」が５件（前年４件）と最も多く、こんろを火にか

（２）第２位「たばこ」、「放火（放火の疑い含む）」
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損害額

建 物 林 野 車 両 船 舶 航空機 その他 （千円）

昭和23年 44 32 7 4 1 4 4,702

昭和24年 51 41 5 2 1 2 5 13 65,182

昭和25年 53 39 4 7 3 4 18,787

昭和26年 68 51 9 6 2 3 15,623

昭和27年 54 38 10 5 1 7 32,182

昭和28年 54 38 8 4 4 4 18,935

昭和29年 67 53 10 3 1 1 8 44,536

昭和30年 79 63 7 4 5 2 65,759

昭和31年 93 72 11 9 1 2 9 75,263

昭和32年 79 48 15 7 9 10 31,524

昭和33年 55 50 2 2 1 11 49,512

昭和34年 106 66 20 8 1 11 1 8 24,897

昭和35年 129 78 29 11 11 3 16 25,814

昭和36年 129 76 29 13 11 2 6 79,122

昭和37年 211 97 65 20 29 2 14 86,244

昭和38年 185 114 35 20 1 15 2 12 114,416

昭和39年 162 96 32 11 1 22 12 55,456

昭和40年 163 90 31 21 21 10 41 209,941

昭和41年 186 98 35 31 2 20 6 31 96,285

昭和42年 234 137 49 15 1 32 3 28 241,866

昭和43年 200 113 18 20 49 1 26 157,746

昭和44年 229 130 24 20 1 54 2 14 154,537

昭和45年 288 162 23 20 2 81 5 11 188,767

昭和46年 282 165 19 25 73 7 16 286,958

昭和47年 227 155 10 23 39 7 16 343,665

昭和48年 269 151 22 9 87 4 29 241,576

昭和49年 254 154 18 18 64 4 34 348,035

昭和50年 236 134 11 21 70 3 18 225,744

昭和51年 213 144 9 13 47 6 34 386,278

昭和52年 241 120 18 13 90 6 13 220,773

昭和53年 296 141 26 30 1 98 2 32 446,128

昭和54年 207 109 15 13 1 69 5 27 167,801

昭和55年 218 137 14 17 50 3 27 178,183

昭和56年 194 117 11 14 52 5 17 623,794

昭和57年 208 127 11 20 50 6 17 407,842

昭和58年 167 86 22 33 26 4 14 211,401

昭和59年 125 67 12 23 23 2 10 183,549

昭和60年 153 95 11 29 18 7 16 201,445

昭和61年 106 69 9 16 1 11 3 9 259,447

昭和62年 137 85 3 34 1 14 4 27 608,223

昭和63年 143 86 13 25 19 10 21 281,089

自治体消防発足からの火災発生状況比較表

出　火
件　数

負傷者死者
火 災 種 別

- 3 -



損害額

建 物 林 野 車 両 船 舶 航空機 その他 （千円）

出　火
件　数

負傷者死者
火 災 種 別

平成元年 138 85 7 25 21 6 16 227,947

平成２年 111 69 5 21 16 6 10 193,181

平成３年 130 75 2 31 22 3 19 364,753

平成４年 130 76 6 23 25 5 22 653,322

平成５年 158 87 6 41 24 9 23 415,598

平成６年 160 90 6 28 1 35 2 17 161,221

平成７年 180 119 6 29 26 18 11 1,069,673

平成８年 142 87 5 31 19 2 21 212,174

平成９年 111 56 4 26 24 7 19 153,531

平成10年 112 70 1 29 1 11 8 8 179,008

平成11年 92 52 1 21 16 2 8 73,298

平成12年 114 69 2 24 18 4 24 120,306

平成13年 108 56 2 22 28 2 18 90,218

平成14年 130 81 4 20 25 2 13 188,677

平成15年 100 65 20 14 1 22 204,659

平成16年 85 45 3 21 16 2 11 50,034

平成17年 153 86 3 34 1 28 4 31 431,465

平成18年 128 80 4 14 29 4 13 92,128

平成19年 158 92 14 52 2 21 79,116

平成20年 116 61 18 1 36 5 7 62,755

平成21年 135 71 2 9 53 2 14 117,695

平成22年 157 88 2 24 1 42 3 19 99,921

平成23年 144 70 2 20 52 3 20 150,134

平成24年 113 61 15 37 25 77,330

平成25年 112 61 9 42 3 8 91,106

平成26年 117 74 14 29 2 25 178,809

平成27年 110 62 12 36 1 13 57,718

平成28年 86 50 7 29 15 262,394

平成29年 96 53 1 7 1 34 10 34,569

平成30年 97 57 17 1 22 17 146,023

令和元年 85 55 9 21 4 8 33,560

令和２年 84 56 12 16 4 11 137,772

令和３年 81 52 1 10 18 5 8 171,534

令和４年 77 37 8 32 2 23 86,839

令和５年 85 51 1 9 1 23 1 10 261,489

令和６年 67 48 8 11 5 10 86,641
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（△印は減少）
令和６年 令和５年 対前年 増減率

増減数
Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ Ｃ／Ｂ×100(％)

件 67 85 △ 18 △ 21.2

48 51 △ 3 △ 5.9

0 1 △ 1 △ 100.0

8 9 △ 1 △ 11.1

1 △ 1 △ 100.0

0 0 0 0.0

11 23 △ 12 △ 52.2

63 57 6 10.5

5 2 3 150.0

1 1 0 0.0

12 9 3 33.3

45 45 0 0.0

49 51 △ 2 △ 3.9

6 4 2 50.0

4 0 4 400.0

39 47 △ 8 △ 17.0

人 126 91 35 38.5

904 930 △ 26 △ 2.8

18.8 18.2 0.6

7 △ 7 △ 100.0

0.0 7.0 △ 7.0

86,641 261,489 △ 174,848 △ 66.9

1,293 3,076 △ 1,783

円 180 540 △ 360

84,275 257,708 △ 173,433 △ 67.3

建築物 76,154 251,994 △ 175,840 △ 69.8

収容物 8,121 5,714 2,407 42.1

1,756 5,053 △ 3,297

0 100 △ 100 △ 100.0

1,515 2,774 △ 1,259 △ 45.4

601 △ 601 △ 100.0

0

851 306 545 178.1

0 0 0 0.0

5 1 4 400.0

10 10 0 0.0

0.2 0.2 0.0 西宮市推計人口

0.1 0.1 0.0 令和７年１月１日現在

㎡ 2.5 2.5 0.0 482,151

千円 237 716 △ 479 令和６年１月１日現在

483,927

令和６年の火災と前年比較

区　　分
単
位

出 火 件 数

火
災
種
別

建 物 火 災

件

林 野 火 災

車 両 火 災

船 舶 火 災

そ の 他 火 災

航 空 機 火 災

焼
損
棟
数

合 計

棟

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

り
災
世
帯

合 計

世
　
帯

全 損

半 損

小 損

り 災 人 員

建 物
㎡

１ 件 当 り

林 野
ａ

１ 件 当 り

焼
損
面
積

人口1万人当りの
出火件数（出火率）

件 1.4 1.8 △ 0.4

建物焼損面積

損 害 額

死 者
人

負 傷 者

一
日
当
り

火 災 件 数
件

建 物 火 災

航 空 機

損

害

額

爆 発

千
円車 両

船 舶

そ の 他

建物１件当り

林 野

総　　額
千円

火災１件当り

市民１人当り

建 物

人

人
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合
　
計

建
物
火
災

林
野
火
災

車
両
火
災

船
舶
火
災

航
空
機
火
災

そ
の
他
火
災

合
　
計

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

合
　
計

全
 
 
損

半
 
 
損

小
 
 
損

建
 
物

林
　
野

(㎡) (ａ) (人) (人)

西宮消防署 20 16 0 2 0 0 2 18 1 0 6 11 17 3 1 13 50 294 0 3 5 21,588

西 宮 9 7 0 2 0 0 0 8 0 0 3 5 10 2 0 8 32 75 0 0 2 14,545

北夙川 11 9 0 0 0 0 2 10 1 0 3 6 7 1 1 5 18 219 0 3 3 7,043

23 15 0 3 0 0 5 20 2 0 4 14 11 1 0 10 34 225 0 1 3 37,774

鳴 尾 12 6 0 1 0 0 5 10 1 0 2 7 9 1 0 8 27 174 0 1 3 33,993

浜 11 9 0 2 0 0 0 10 1 0 2 7 2 0 0 2 7 51 0 0 0 3,781

17 14 0 1 0 0 2 18 1 1 1 15 15 1 2 12 33 133 0 1 0 22,490

瓦 木 13 12 0 1 0 0 0 16 1 1 1 13 13 1 2 10 27 133 0 1 0 22,490

甲 東 4 2 0 0 0 0 2 2 0 0 0 2 2 0 0 2 6 0 0 0 0 0

7 3 0 2 0 0 2 7 1 0 1 5 6 1 1 4 9 252 0 0 2 4,789

北 5 3 0 1 0 0 1 7 1 0 1 5 6 1 1 4 9 252 0 0 2 4,608

山 口 2 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 181

67 48 0 8 0 0 11 63 5 1 12 45 49 6 4 39 126 904 0 5 10 86,641

平成27年

10年間の火災推移

年　別

令和２年

令和元年

平成30年

平成29年

平成28年

33,560

4

4

出火件数

84

10年間平均

令和６年

令和５年

令和４年

令和３年

損害額

(千円)

鳴尾消防署

瓦木消防署

署別火災発生状況

     区分

 署別

出火件数 焼損棟数 り災世帯数 り

災

人

員

北消防署

合計

焼損面積 死

者

負

傷

者

87

67

85

77

81

85

57,718 1

（人）

97

96

86

110

（件）

146,023

34,569

262,394

382

371

2,557

541

損害額 建物焼損面積 死者 負傷者

（千円） （㎡） （人）

498

289

127,854

86,641

261,489

86,839

171,534

137,772

796

904

930

449

1,039

2

5

1

2

5

13

10

10

23

8

13

11

8

17

10

15
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合 計 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

67 6 4 5 9 8 1 4 7 6 4 5 8

48 4 2 4 8 4 1 3 6 3 3 4 6

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

8 1 2 0 0 3 0 0 0 1 0 0 1

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11 1 0 1 1 1 0 1 1 2 1 1 1

63 8 2 5 8 4 1 3 11 7 3 4 7

5 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1

1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 3 0 1 1 2 1 1 1 0 0 1 1

45 4 1 3 7 2 0 2 9 6 3 3 5

49 6 1 5 6 5 2 3 9 6 0 1 5

6 1 0 1 0 1 0 0 2 1 0 0 0

4 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0

39 5 0 4 5 4 1 3 7 5 0 0 5

126 17 1 12 19 19 3 9 17 14 0 2 13

14 3 0 3 0 4 0 0 2 2 0 0 0

5 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 2 0

107 14 0 9 18 15 2 9 15 12 0 0 13

86,641 34,226 6,563 6,203 490 14,006 311 403 4,413 16,384 56 1,274 2,312

小計 84,275 34,044 6,075 6,203 490 13,620 311 403 3,472 16,053 56 1,274 2,274

建物 76,154 32,679 5,005 5,527 462 12,318 207 368 3,062 15,264 56 1,080 126

収容物 8,121 1,365 1,070 676 28 1,302 104 35 410 789 0 194 2,148

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,515 175 481 0 0 89 0 0 430 302 0 0 38

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

851 7 7 0 0 297 0 0 511 29 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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月 別 火 災 発 生 状 況

損
害
見
積
額
　
（

千
円
）

合 計

建
物

林 野

車 両

船 舶

航空機

その他

爆　発

り
災
世
帯

合 計

全 損

半 損

小 損

り
災
人
員

合 計

全 損

半 損

小 損

焼
損
棟
数

合 計

全 焼

半 焼

部分焼

ぼ や

出

火

件

数

合 計

建 物

林 野

車 両

船 舶

航空機

その他



　　  曜日
 
 種別

建物火災

林野火災

車両火災

船舶火災

航空機火災

その他火災

合　計

　　  時間
 
 種別

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
不
　
明

建物火災 1 2 2 1 1 1 2 5 2 2 1 2 2 5 2 3 2 1 2 3 3 3

林野火災

車両火災 1 2 1 2 2

船舶火災

航空機火災

その他火災 1 1 2 1 2 1 1 1 1

合　計 1 2 3 1 3 2 2 5 4 2 2 2 3 5 6 4 4 2 3 3 3 1 4

36

100

4

3

55

2

8 11 67

7 37

1

2 4 2418

3

2

624

1

船舶 航空機 その他 合計

比率
（％）

合計

覚知方法別火災発生件数

専用電話（ＩＰ )

専 用 電話 (固 定 )

建物 林野 車両

加 入 電話 (携 帯 )

駆 け 付 け 通 報

事 後 聞 知

そ の 他

専 用 電話 (携 帯 )

加 入 電話 (固 定 )

出　　火　　件　　数　　　　　 　種別

 覚知方法

3

2

48

合
　
計

48

67

11

8

11

9 8 11 6 8 13 4 67

1 1 2 2 3 1

2 1

48

2 1 2 8

曜日別火災発生件数

時間別火災発生件数

日 月 火 水 木 金 土 不明 合計

7 2 5 8 3

1

8

6 8 9
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建物 林野 車両 船舶 航空機 その他 合計

23 0 3 0 0 5 31 49

19 0 5 0 0 5 29 46

3 0 0 0 0 0 3 5

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

45 0 8 0 0 10 63 100

建物 林野 車両 船舶 航空機 その他 合計

3 0 0 0 0 0 3 5

6 0 2 0 0 3 11 17

9 0 1 0 0 0 10 16

9 0 0 0 0 3 12 19

7 0 5 0 0 1 13 20

11 0 0 0 0 4 15 23

45 0 8 0 0 11 64 100

月別

1 月
2 月
3 月
4 月
5 月
6 月
7 月
8 月
9 月
10月
11月
12月

５ｍ以下

風速別火災発生件数

　　　　  区分
 風速

出 火 件 数 比率
（％）

２ｍ以下

60％以下

７ｍ以下

10ｍ以下

10ｍ超

合 計

湿度別火災発生件数

　　　　  区分
 湿度

出 火 件 数 比率
（％）

40％以下

50％以下

※ 不明（４件）は除く

70％以下

80％以下

80％超

合 計

気温と火災発生件数

※ 不明（３件）は除く

4.2 

6.8 

9.2 

12.3 

18.8 

26.0 

29.5 

25.4 
26.5 

21.5 

14.4 

7.0 

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月

気温件数 火災件数（件） 平均気温（℃）
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一
般
住
宅

共
同
住
宅

併
用
住
宅

そ
の
他

0～5歳

6～64歳

65歳以上 5 1 4 4 1 1 2 2
合　計 5 1 4 4 1 1 2 2
0～5歳

6～64歳 6 5 1 4 2 1 1 1 3
65歳以上 4 2 2 3 1 1 2 1
合　計 10 7 3 7 3 1 1 2 5 1

件＼月
出火件数
死者数
負傷者数

女
種　別 年　齢

合
計

発　　生　　理　　由性　　　別

不
　
明

そ
の
他

令和６年の死者・負傷者発生状況

月別の死者・負傷者発生状況

時間別の死者・負傷者発生状況

消
火
中

放
　
火

爆
　
発

避
難
中

逃
げ
遅
れ

救
助
活
動
中

死　者

負傷者

建
物
以
外

建　　　　　　　　　　物

発　　生　　場　　所

作
業
中

男

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

死者 1 3 1

負傷者 2 2 1 2 3

出火件数 6 4 5 9 8 1 4 7 6 4 5 8

0

1

2

3

4

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

死
者
・
負
傷
者
数

出
火
件
数

1

時

2

時

3

時

4

時

5

時

6

時

7

時

8

時

9

時

10

時

11

時

12

時

13

時

14

時

15

時

16

時

17

時

18

時

19

時

20

時

21

時

22

時

23

時

24

時

死者 1 1 3

負傷者 2 2 1 1 1 1 1 1

0

1

2

3

4
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　　　　年
 種別

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

令和
６年

建物火災 1 4 4 5 2 1 5

車両火災

船舶火災

航空機火災

その他火災

合　計 1 4 4 5 2 1 5

　　　　年
 種別

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

令和
６年

建物火災 12 15 10 15 7 10 8 23 10 10

車両火災 2

船舶火災

航空機火災

その他火災 1 1 1

合　計 13 15 10 17 8 11 8 23 10 10

10年間の死者・負傷者発生状況

10年間の火災種別毎の死者発生状況

10年間の火災種別毎の負傷者発生状況

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

死者 1 4 4 5 2 1 5

負傷者 13 15 10 17 8 11 8 23 10 10

5

10

15

20

25
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損害額 割合 １件当り 損害額 割合 １件当り

の損害額 の損害額

（千円） （％） （千円） （千円） （％） （千円）

48 84,275 97 1,756 51 257,708 99 5,053

1 100 0 100

8 1,515 2 189 9 2,774 1 308

1 601 0 601

11 851 1 77 23 306 0 13

67 86,641 100 1,293 85 261,489 100 3,076

船舶火災

その他火災

合　計

令和６年 令和５年

件数

種別

建物火災

林野火災

車両火災

件数

航空機火災

10年間の建物焼損棟数・焼損面積

年 別

火災種別毎の損害額の割合（前年比）

区分

47

39
44 39 40 43

46 30 45

45

15

15
10 18 15

13 8

8

9 12

2

1 0 2 2
0

4

1
1

5

4
3

1 1 4 9

2

2
5

0

500

1000

1500

2000

2500

3000

0

10

20

30

40

50

60

70

80

平成27年平成28年平成29年平成30年令和元年令和２年令和３年令和４年令和５年令和６年

焼
損
面
積

焼
損
棟
数

全焼

半焼

部分焼

ぼや

焼損面積
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１位
放　火

29
たばこ

21
放火
26

こんろ
16

こんろ
19

こんろ
24

こんろ
13

たばこ
14

たばこ
17

こんろ
14

２位
たばこ

15
こんろ

17
こんろ

18
配線器具

12
放火
12

放火
10

放火
10

放火
9

こんろ
12

３位
こんろ

13
放火
11

たばこ
8

放火
11

たばこ
10

たばこ
9

たばこ
9

電気機器
8

放火
11

４位
ストーブ

7
火遊び

5
電気機器

7
たばこ

9
電気機器

6
電気機器

6
電気機器

8
こんろ

7
電気機器

9
配線器具

4

５位 火入れ
6

電気機器
4

ストーブ
5

電気機器
灯火
各4

ストーブ
配線器具
電灯電話等の配線

各3

排気管
5

配線器具
6

灯火
配線器具
溶接機・溶断機

電灯電話等の配線

各2

配線器具
3

電気機器
3

令和６年の出火原因

10年間の主な出火原因

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

※放火には放火の疑いを含む

令和
６年

たばこ
放火
各7

こんろ

14件

21%

たばこ

7件

10%

放火

7件

10%

配線器具

4件

6%

電気機器

3件

5%

電気装置

2件

3%

ストーブ

2件

3%

その他

28件

42%
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単位 増減数
2

14 12 2

14 12 2
2 2
12 10 2

14 12 2
5 4 1

1 △ 1
2 1 1

2 1 1
5 5

㎡ 9 2 7
㎡
千円 508 75 433
人
人 3 2 1

単位 増減数
△ 10

1 6 △ 5

1 1

5 10 △ 5
7 17 △ 10
6 13 △ 7

1 △ 1
2 △ 2

1 1
㎡ 14 609 △ 595
㎡ 3 19 △ 16
千円 1,819 248,640 △ 246,821
人 1 △ 1
人 1 1負 傷 者

「たばこ」について

焼 損 面 積
焼 損 表 面 積
損 害 額

発
生
経
過
別

合　計

件
不適当なところに捨てる
残り火の処置が不充分
火源が転倒落下する
その他

死 者

火
災
種
別

総件数

件

7 17
建物火災
林野火災
車両火災
船舶火災
航空機火災
その他火災

主要出火原因別（放火を除く）の損害状況

「こんろ」について

令和６年 令和５年

かまど等の火を燃やしすぎる
引火する
その他

ガス（都市ガス・プロパンガス）

その他（炭・まき・石炭他）

火源が動いて接触する
過熱する
考え違いにより使用を誤る

令和６年 令和５年

建物火災
14 12

件

その他火災
航空機火災
船舶火災
車両火災
林野火災火

災
種
別

死 者
負 傷 者

電気（ＩＨこんろ・電気こんろ）

放置する・忘れる

合　計

合　計

燃
料
別

発
生
経
過
別

損 害 額
焼 損 表 面 積
焼 損 面 積

可燃物が動いて火源に触れる

総件数

件

件

- 14 -



（ 48 件）

9 6 12

5 5 6

3 4 4

2 4 4

2 3 3

（ 0 件）

（ 8 件）

2 3 2

2 1 2

1 1 2

1 1 1

1 1 1

（ 0 件）

（ 0 件）

（ 11 件）

6 6 2

2 1 2

1 1 1

1 1 1

1 1 1

発 火 源 経 過

着 火 物

着 火 物

マッチ 放火の疑い 合成樹脂と成形品

不明 不明 枯草

その他の開閉器 スパークする 不明

ローソク 火源が転倒落下する 電線被類

たばこ 不適当なところに捨て置く 紙屑

航　　空　　機

発 火 源 経 過

そ　　の　　他

船　　　　　　舶

発 火 源 経 過 着 火 物

たばこ 可燃物が動いて火源に触れる 袋及び紙製品

高温気体－排気管 火源が動いて接触する タイヤ

ブレーキライニング 半断線により発熱する 電気配線類

その他の油を燃料とする移動可能な道具 電線が短絡する その他

車　　　　　　両

発 火 源 経 過 着 火 物

交通機関内配線（その他） 摩擦により発熱する 第四石油類

林　　　　　　野

発 火 源 経 過 着 火 物

電磁調理器 放火 袋及び紙製品

線香 引火する ふとん，座ぶとん，寝具

火災種別毎の主な出火原因（発火源・経過・着火物）
建　　　　　　物

発 火 源 経 過 着 火 物

不明 不明 動植物油類

テーブルタップ 電線が短絡する 不明

ガステーブル 放置する，忘れる 合成樹脂と成形品

- 15 -



建

物

林

野

損害額

(千円)

(㎡) (ａ) (人) (人)

1月 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

3月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4月 3 2 0 0 0 0 1 2 0 0 0 2 1 0 0 1 4 0 0 0 0 2

5月 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 4 1 0 3 15 59 0 0 0 12939

6月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7月 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 2 20 0 0 2 403

8月 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4

9月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合計 7 6 0 0 0 0 1 6 0 0 2 4 6 1 0 5 21 79 0 0 2 13348

- 16 -

航
空
機
火
災

放火による月別火災発生状況
(放火の疑いを含む)

出火件数 焼損棟数 り災世帯数
り

災

人

員

焼損面積
死

者

負

傷

者

合
　
　
計

建
物
火
災

林
野
火
災

車
両
火
災

船
舶
火
災

合
　
　
　
計

全
 
 
 
損

半
 
 
 
損

小
 
 
 
損

そ
の
他
火
災

合
　
　
　
計

全
 
 
 
焼

半
 
 
 
焼

部
 
分
 
焼

ぼ
 
 
 
や



　　　　年
件数

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

令和
６年

平　均

件　数 29 11 26 11 12 10 10 9 11 7 14

　　　曜日
件数

日 月 火 水 木 金 土 不明 合計

件　数 1 0 1 1 0 0 0 4 7

10年間の放火の推移

放火の時間別火災発生件数

放火による着火物

放火の曜日別火災発生件数

着　火　物 件　数

衣類

1

ふとん，座ぶとん，寝具

合成樹脂と成形品

1

1

2

2袋及び紙製品

紙屑

0

時

1

時

2

時

3

時

4

時

5

時

6

時

7

時

8

時

9

時

10

時

11

時

12

時

13

時

14

時

15

時

16

時

17

時

18

時

19

時

20

時

21

時

22

時

23

時

件数 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

0

1

2
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件数 比率 件数 比率

14 29 1 2

6 13 1 2

4 8 12 25

3 6 5 11

2 4

建物火災

10年間の建物火災の推移

原因別火災発生状況

出火原因 出火原因

10年間の焼損面積・損害額の推移

電気機器 不明・調査中

ストーブ

こんろ たばこ

放火 電気装置

配線器具 その他

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

出火件数 62 50 53 57 55 56 52 37 51 48

0

20

40

60

80

100

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

焼損面積(㎡) 541 2,557 371 382 289 498 1,039 449 930 904

損害額（千円） 46,958 260,118 31,950 88,206 26,688 134,324168,888 73,170 257,708 84,275

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

損
害
額

焼
損
面
積

焼損面積(㎡)

損害額（千円）
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17 30 4 1 5 20 29 4 2 23 76 4 7

15 16 5 11 19 2 2 15 45 1 3

32 46 4 1 10 31 48 6 4 38 121 5 10

1 1 1

3 3 3

5 6 1 1 4

2 2 2

3 3 3

1 1 1 1 1 5

1 1 1

48 63 5 1 12 45 49 6 4 39 126 5 10

1 1

3 1 1 5

2 1 3

2 3 1 1 7

1 1

1 1 2

1 1

1 1

7 2 6 1 3 2 21

877

建物用途別火災発生状況

中高層建築物階層別火災発生状況

85217

焼
損
面
積

(㎡)

749

112

861

2

14

32

56

23

出
火
件
数

 焼損棟数 り災世帯数
損
害
額

（千円）

66861

15660

82521

148

135

2302

複合用途（特定）

工場

事務所

物品販売店舗

り
災
人
員

死
　
　
者

負
 
傷
 
者

小
　
　
損

飲食店

計

共同住宅

 居住併用

 一般住宅

用　　途
合
　
　
計

全
　
　
焼

半
　
　
焼

部
 
分
 
焼

ぼ
　
　
や

合
　
　
計

全
　
　
損

半
　
　
損

21階以上

合　計

住
　
　
宅

〃15

〃16

〃17

〃18

〃19

〃20

〃9

〃10

〃11

〃12

〃13

〃14

〃3

〃4

〃5

〃6

〃7

〃8

合　　　計

その他

複合用途（非特定）

20
21階
以上

合計

地下 

地上1

〃2

14 15 16 17 18 198 9 10 11 12 13
　  　階層

出火階
3 4 5 6 7
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林野火災

10年間の林野火災の推移

10年間の焼損面積・損害額の推移

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

出火件数 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0

0

1

2

3

4

5

平成27

年

平成28

年

平成29

年

平成30

年

令和元

年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

焼損面積(ａ) 0 0 18 0 0 0 3 0 7 0

損害額（千円） 0 0 0 0 0 0 0 0 100 0

0

100

200

300

400
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700

800

900

1,000
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損
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額

焼
損
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積

焼損面積(ａ)

損害額（千円）
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車両火災

10年間の車両火災の推移

10年間の損害額の推移

原因別火災発生状況

13

13

74

出火原因

たばこ

排気管

その他

件数

1

1

6

比率

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

出火件数 12 7 7 17 9 12 10 8 9 8

0

5

10

15

20

25

30

平成27

年

平成28

年

平成29

年

平成30

年

令和元

年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

損害額（千円） 10,419 2,210 791 57,175 6,804 3,295 2,623 697 2,774 1,515

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000
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船舶火災

10年間の船舶火災の推移

10年間の損害額の推移

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

出火件数 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0

0

1

2

3

4

5

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

損害額（千円） 0 0 1,410 570 0 0 0 0 601 0

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600
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9

9

9

9

その他火災

10年間のその他火災の推移

10年間の損害額の推移

原因別火災発生状況

比率

18

出火原因

たばこ

電気装置

火あそび

灯火

放火の疑い

不明・調査中

件数

5

1

1

1

1

2

46

平成

27年

平成

28年

平成

29年

平成

30年

令和

元年

令和

２年

令和

３年

令和

４年

令和

５年

令和

６年

出火件数 36 29 34 22 21 16 18 32 23 11
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損害額（千円） 341 66 418 72 68 153 23 12,972 306 329

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000
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 № 覚知 負傷者

1
専用電話

（ＩＰ電話）
2

2
専用電話

（携帯電話）

3 事後聞知

4
専用電話

（携帯電話）

5
専用電話

（携帯電話）

6
専用電話

（携帯電話）

主な火災発生状況

　木造スレート葺外壁モルタ
ル塗３階建一般住宅１棟を全
焼、３棟の一部及びカーポー
トを焼損したもの。

甲子園三番町6時39分 1

隣接都市火災応援(被応援)出動状況

建物 13時21分

神戸市

※上段は応援、下段は被応援を示す。

宝塚市

芦屋市

出動回数 出動台数 出動人員

住宅1月24日

高速道路上における隣接都市火災応援(被応援)出動状況

 ① 損害額 1,000万円以上 ② 焼損面積 建物300㎡、林野200ａ以上 ③ 即報、詳報に該当する火災 ④ 消防長が必要と認める火災

月　日 種　別 焼損状況
鎮　火
時　間

覚　知
時　間

発生場所 火元用途 死　者

出動回数 出動台数 出動人員

合　計

尼崎市

1

4

4

13

15

46

1 4

1

1

2

1 4

15

14

28

4

8

合　計
1 4 15

3 12 42

2 8 28

尼崎市
1 4 15

1 4 14

宝塚市

※上段は応援、下段は被応援を示す。

神戸市

芦屋市

3月2日 建物 15時00分 23時22分 桜町 住宅 3

　木造瓦葺外壁サイディング
ボード張り２階建一般住宅１
棟を全焼し、１棟の一部を焼
損したもの。

5月16日 車両 11時11分 10時50分 塩瀬町名塩 貨物車
　大型タンクローリーの一部
を焼損したもの。

12月9日 車両 7時26分 7時30分 鳴尾浜１丁目 特殊車
　トラクタに牽引されたタン
クセミトレーラの一部を焼損
したもの。

5月29日 建物 16時14分 17時04分 大谷町 共同住宅

　鉄筋コンクリート造５階建
共同住宅１棟50戸のうち、一
室を全焼し、その他の住戸の
一部を焼損または水汚損した
もの。

9月27日 建物 22時09分 2時33分 天道町 住宅

　木造スレート葺外壁サイ
ディングボード張２階建一般
住宅１棟を全焼、４棟の一部
を焼損または水汚損したも
の。
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合　計 建　物 林　野 車　両 船　舶 航空機 その他 比　率

(67件) (48件) (0件) (8件) (件) (0件) (11件) (％)

水バケツ 1 0 0 0 0 0 1 2

水槽 0 0 0 0 0 0 0 0

乾燥砂 0 0 0 0 0 0 0 0

膨張ひる石膨張真珠岩 0 0 0 0 0 0 0 0

水消火器 0 0 0 0 0 0 0 0

酸アルカリ消火器 0 0 0 0 0 0 0 0

強化液消火器 2 2 0 0 0 0 0 5

泡消火器 0 0 0 0 0 0 0 0

二酸化炭素消火器 1 1 0 0 0 0 0 2

粉末消火器 18 11 0 6 0 0 1 39

ハロゲン化物消火器 0 0 0 0 0 0 0 0

屋内消火栓設備 1 1 0 0 0 0 0 2

スプリンクラー設備 0 0 0 0 0 0 0 0

水噴霧消火設備 0 0 0 0 0 0 0 0

泡消火設備 0 0 0 0 0 0 0 0

二酸化炭素消火設備 0 0 0 0 0 0 0 0

ハロゲン化物消火設備 0 0 0 0 0 0 0 0

粉末消火設備 0 0 0 0 0 0 0 0

屋外消火栓設備 0 0 0 0 0 0 0 0

動力消防ポンプ設備 0 0 0 0 0 0 0 0

水道､浴槽､汲み置き等をかけた 13 10 0 1 0 0 2 28

寝具、衣類等をかけた 3 3 0 0 0 0 0 7

もみ消した 1 0 0 0 0 0 1 2

その他 6 5 0 0 0 0 1 13

合 計 46 33 0 7 0 0 6 100

合　計 建　物 林　野 車　両 船　舶 航空機 その他

(67件) (48件) (0件) (8件) (件) (0件) (11件)

初期消火実施件数 Ｂ 46 33 0 7 0 0 6

初期消火実施比率 Ｂ/Ａ 69 69 0 88 0 0 55

初期消火だけで鎮火した件数 Ｃ 32 23 0 4 0 0 5

初期消火だけで鎮火した比率 Ｃ/Ｂ 70 70 0 57 0 0 83

初期消火実施状況

　　　　            火災種別

 消火種別

　　　　　　　　　　　　　火災種別　Ａ

 区　分

初期消火の効果状況
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建物火災 林野火災 車両火災 船舶火災 航空機火災 その他火災 合 計

18 2 4 24

27 6 7 40

3 3

0

48 8 11 67

台数 15 0 3 0 0 3 21

人員 60 0 11 0 0 12 83

台数 253 0 10 0 0 15 278

人員 888 0 37 0 0 58 983

台数 4 0 0 0 0 0 4

人員 15 0 0 0 0 0 15

台数 0 0 0 0 0 0 0

人員 0 0 0 0 0 0 0

台数 15 0 2 0 0 1 18

人員 42 0 9 0 0 3 54

台数 287 0 15 0 0 19 321

人員 1,005 0 57 0 0 73 1,135

45 0 3 0 0 3 51

2 0 0 0 0 0 2

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

47 0 3 0 0 3 53

4 0 1 0 0 3 8

1 0 0 0 0 0 1

38 0 2 0 0 0 40

413 0 16 0 0 4 433

12 0 3 0 0 3 18

17 0 1 0 0 3 21

1 0 2 0 0 1 4

※ 放水時間は、放水開始時刻から放水完了時刻までを計上。

現場までの所要時間は、事後聞知出動を除く。

413 0 16 0 4
0 0 0

0 0 0 0 0
0 0 0 0 0

消防局消防活動状況

区 分

出

動

件

数

事後聞知出動

第１出動

第２出動

第３出動

合 計

出

動

台

数

・

人

員

事後聞知

第１出動

第２出動

第３出動

特命出動

合計

放
水
台
数

第 １ 出 動

第 ２ 出 動

第 ３ 出 動

特 命 出 動

合 計

使用ホース１
使用ホース２
使用ホース３
使用ホース４

放
水
時
間

５ 分 未 満

５ ～ １ ０ 分

１ １ 分 以 上

使 用 ホ ー ス 数

現
場
ま
で
の

所
要
時
間

５ 分 未 満

５ ～ １ ０ 分

１ １ 分 以 上
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小　計 本　署 北夙川 小　計 本　署 浜 小　計 本　署 甲　東 小　計 本　署 山　口

320 205 115 225 165 60 191 128 63 378 198 180 1,114

火災出動指令により出動したが、
火災ではなかった事案 13 6 7 14 10 4 6 3 3 3 1 2 36

危険物漏洩処理、車両等からの油流し 28 18 10 23 14 9 17 11 6 26 15 11 94

ガス漏洩 2 1 1 2 2 2 1 1 6

その他緊急対応措置が必要な事案 2 2 2 1 1 2 1 1 1 1 7

火災と紛らわしい煙の確認 5 3 2 2 2 5 2 3 10 5 5 22

異臭、異音 5 1 4 7 6 1 7 7 3 2 1 22

自火報、警報ベル、非常ベルの鳴動 152 110 42 80 60 20 74 55 19 9 4 5 315

ガス、電気等の消し忘れ 1 1 1

火災調査のために出動したが、
火災ではなかった事案

1 1 2 2 3 3 6

その他緊急確認が必要な事案 6 4 2 7 6 1 4 2 2 4 2 2 21

救急隊の支援に携わった事案 12 4 8 13 10 3 15 7 8 6 3 3 46

道路上における活動隊の安全確保 72 51 21 27 18 9 30 22 8 39 26 13 168

上記に該当しない支援活動 4 2 2 4

自然災害対応 3 2 1 1 1 1 1 2 1 1 7

飼育動物等の保護
危険生物等の排除

2 2 2 2 1 1 1 1 6

焚き火、野焼き、火遊び等 2 2 2 1 1 1 1 1 1 6

高齢者、身体障害者等の介助 9 4 5 36 30 6 14 4 10 5 4 1 64

その他社会的危険が考えられる事案 1 1 1

出動により消防車両が不足した
地域への救急隊の移動配備

5 5 9 9 265 132 133 279

出動により消防車両が不足した
地域への消防隊の移動配備

3 3 3

-
 
2
7
 
-

補
完

所属別その他災害発生状況

西 宮 消 防 署 鳴 尾 消 防 署 瓦 木 消 防 署 北 消 防 署
合　計

合 計

緊
急
措
置

緊
急
確
認

支
援
活
動

そ
の
他



小　計 本　署 北夙川 小　計 本　署 浜 小　計 本　署 甲　東 小　計 本　署 山　口

47 30 17 46 33 13 18 10 8 13 7 6 124

220 148 72 137 107 30 139 90 49 80 48 32 576

33 18 15 28 16 12 16 12 4 10 5 5 87

5 3 2 5 2 3 5 5 3 1 2 18

15 6 9 9 7 2 13 11 2 272 137 135 309

320 205 115 225 165 60 191 128 63 378 198 180 1,114

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
元年

令和
２年

令和
３年

令和
４年

令和
５年

令和
６年

平　均

961 971 941 1,013 1,056 1,034 1,060 1,095 1,094 1,114 1,034

※上段は応援、下段は被応援を示す。

高速道路上における隣接都市その他災害応援（被応援）出動状況

芦屋市

尼崎市

7

80

6 15 53

2 4 14

25

3 8 28

宝塚市

7 17 61

11 23

出動人員

9 23

3 8

83

合　計

神戸市

16 39
合　計

4 8

1 2

※上段は応援、下段は被応援を示す。

28

宝塚市

7

神戸市

芦屋市

尼崎市

21 48 171

12 30 104

1 3 10

11

10

83

10 26 91

1 2

出動回数 出動台数

23

1 2

専用電話

専用携帯

加入電話

加入携帯

10年間のその他災害の推移

覚知方法別その他災害発生件数

署別
西 宮 消 防 署 鳴 尾 消 防 署 瓦 木 消 防 署 北 消 防 署

合　計

種別

その他

1 3

隣接都市その他災害応援（被応援）出動状況

合計

出動回数 出動台数 出動人員

22 50 179

件数＼年

件　数

133

7
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１　概況

　

第２章　令和６年中の救助概況

    救助隊の出動件数は、642件で前年より35件増加し、救助人員は292人で前年と
　同数である。
    事故種別毎に見ると、「建物事故」が280件で最も多く、出動件数の44％を占
  めており、高齢者等が施錠された屋内で倒れている等による安否確認の事案が多
　い傾向が続いている。

450
481

551

607
642

224 234

277 292 292

0

50

100

150

200

250

300

350

0

100

200

300

400

500

600

700

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

過去５年間の出動件数・救助人員

出動件数 救助人員
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２　出動件数
　
    出動件数を事故種別でみると、１位建物事故（280件）、２位交通事故（29件）
　となっている。

　
　　前年と比較すると、建物事故で19件、ガス・酸欠事故で７件、その他の事故で７
　件、火災で３件、交通事故で２件、機械事故で１件増加し、水難事故で４件減少し
　ている。

建物

280件 44%

交通

29件 4%

火災

10件 １%ガス・酸欠

７件 １%

水難

６件 1%

機械

２件 １%

その他

308件 48%

出動件数構成比

642件

0

50

100

150

200

250

300

350

火災 交通 水難 自然 機械 建物 ガス･

酸欠

破裂 その

他

令和５年 7 27 10 0 1 261 0 0 301

令和６年 10 29 6 0 2 280 7 0 308

前年比出動件数
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活動件数構成比

確認
整数％

その他以外、件数の多い順に並べる

　　前年と比較すると、火災で３件、建物事故で19件、ガス・酸欠事故で７件増加し、
　水難事故で４件、その他の事故で17件減少している。

３　活動件数
　
    活動件数を事故種別でみると、１位建物事故（250件）、２位火災（10件）となっ
　ている。

建物

250件 67%
火災

10件 ３%

交通

９件 ２%

ガス・酸欠

７件 ２%

水難

５件 １%

機械

１件 １%

その他

93件 24%

活動件数構成比

375件

0

50

100

150

200

250

火災 交通 水難 自然 機械 建物 ガス・

酸欠

破裂 その他

令和５年 7 9 9 0 1 231 0 0 110

令和６年 10 9 5 0 1 250 7 0 93

前年比活動件数
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４　救助人員
　
    救助人員を事故種別でみると、１位建物事故（248人）、２位交通事故（９人）
　となっている。

　
　　前年と比較すると、火災で１人、建物事故で17人、ガス・酸欠事故で５人増加し、
　交通事故で１人、水難事故で３人、その他の事故で19人減少している。

234人

0

50

100

150

200

250

火災 交通 水難 自然 機械 建物 ガス・

酸欠

破裂 その他

令和５年 5 10 8 0 1 231 0 0 37

令和６年 6 9 5 0 1 248 5 0 18

前年比救助人員

建物

248人 84%

交通

９人 ３%

火災

６人 ２%

水難

５人 ２%

ガス・酸欠

５人 ２%

機械

１人 1%
その他

18人 ６%

救助人員構成比

292人
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令和６年

▲印は減少
年別

事故種別

10 7

29 27

6 10

－ －

2

280 261

7 －

－ －

308 301

642 607

10 7

9 9

5 9

－

1

250 231

7 －

－ －

93 110

375 367

男 1      3      ▲2     

女 5      2      3      

男 8      6      2      

女 1      4      ▲3     

男 3      8      ▲5     

女 2      － 2      

男 － － －

女 － － －

男 1      1      －

女 － － －

男 117     107     10      

女 131     124     7      

男 4      － 4      

女 1      － 1      

男 － － －

女 － － －

男 14      22      ▲8     

女 4      15      ▲11    

男 148     147     1      

女 144     145     ▲1     

救助出動状況

区分
令和６年 令和５年

前年比較
増減数

Ａ Ｂ Ａ－Ｂ＝Ｃ

出

動

件

数

火 災 3

交 通 事 故 2

水 難 事 故 ▲4

自 然 災 害 －

機 械 事 故 1 1

建 物 事 故 19

ガス・酸欠事故 7

破 裂 事 故 －

そ の 他 の 事 故 7

合 計 35

活

動

件

数

火 災 3

交 通 事 故 0

水 難 事 故 ▲4

自 然 災 害 － －

機 械 事 故 1 0

建 物 事 故 19

ガス・酸欠事故 7

破 裂 事 故 －

そ の 他 の 事 故 ▲17

救

助

人

員

火 災 6 5 1

交 通 事 故 9 10

自 然 災 害 － － －

機 械 事 故 1 1 0

合 計 8

▲1

水 難 事 故 5 8 ▲3

建 物 事 故 248 231 17

ガス・酸欠事故 5 － 5

合 計 292 292 0

破 裂 事 故 － － －

その他の事故 18 37 ▲19
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令和03年

局（総括）

事故種別

救助隊別

出動件数 642 10 29 6 0 2 280 7 0 308

活動件数 375 10 9 5 0 1 250 7 0 93

救助人員 292 6 9 5 0 1 248 5 0 18

出動台数 1574 158 108 37 0 6 558 16 0 691

出動人員 5703 648 410 138 0 22 1964 63 0 2458

出動件数 213 4 11 0 0 0 100 5 0 93

活動件数 125 4 3 0 0 0 85 5 0 28

救助人員 95 3 3 0 0 0 84 3 0 2

出動台数 503 59 36 0 0 0 198 12 0 198

出動人員 1987 240 140 0 0 0 784 48 0 775

出動件数 228 1 8 6 0 1 107 1 0 104

活動件数 138 1 3 5 0 1 99 1 0 28

救助人員 115 1 3 5 0 1 100 1 0 4

出動台数 530 19 29 37 0 3 212 2 0 228

出動人員 1835 74 111 138 0 11 698 7 0 796

出動件数 143 3 0 0 0 0 58 1 0 81

活動件数 81 3 0 0 0 0 53 1 0 24

救助人員 59 2 0 0 0 0 52 1 0 4

出動台数 333 40 0 0 0 0 118 2 0 173

出動人員 1156 182 0 0 0 0 391 8 0 575

出動件数 58 2 10 0 0 1 15 0 0 30

活動件数 31 2 3 0 0 0 13 0 0 13

救助人員 23 0 3 0 0 0 12 0 0 8

出動台数 208 40 43 0 0 3 30 0 0 92

出動人員 725 152 159 0 0 11 91 0 0 312

瓦

木

北

ガ
ス
・
酸
欠
事
故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

合

計

西

宮

鳴

尾

救 助 隊 別 出 動 状 況

合

計

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

機

械

事

故

建

物

事

故
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月別

19

28

31

23

21

24

25

月別救助出動状況

加

　
入

一

一

九

231095280728020629292

機

械

建

物

ガ
ス
・
酸
欠

破

裂

そ

の

他

覚 知 別

駆

け

付

け

そ

の

他

00644

01143 0

00935

00543

1

0 0

046 6 1

0

10 27 56 8 1

0 30

48 16

0 21

35 14 1 0

43 012

0 0

1 22 0 0 13

27 0

11月 56 32 1 1 2 0

12月 66 33 023 3 0

10月 44 26 0

0 20 1

８月 59 37 2 6 1 0

2 0 0 1 21 0

９月 48 30 1 3 0 0

00 31 51 8 0

0 21

0 27 1

７月 64 41 1 2 0 0

0 272 1 0 0 17 1６月 53 29 1

0 25 0 0 34

５月 50 23 1 2

0 0 0 2726

21 0 0

４月 49 31 0 1 00 16 44 5 0

0 21 0

1

３月 50 33 1 3 1 0

0 21２月 49 31 1

25

26 4

0 24 1 0 28

0

40 9 00 0 0 21 2

１月 54 29 1 0

合計 642 375

自

然

災

害

交

通

水

難

区分 出

動

件

数

活

動

件

数

救

助

人

員

出 動 件 数 の 事 故 種 別

32

火

災

10

1 0 0 28 0
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10 8 2

名神高速 1 1

中国道 5

山陽道

阪神高速 2

一般道路

河川 2

湖・沼

池

プール

その他

海

その他

その他の屋外

そ　　の　　他

機
　
　
　
械

建
　
　
　
物

合　 　　　　計

屋
内

住　　　居

その他の屋内

地　　　　　下

屋
　
　
　
　
　
外

火災 交
　
　
　
通

水
　
　
　
難

自
　
　
　
然

内
　
水
　
面

そ
　
の
　
他

建
　
　
物

建
物
以
外

ガ
ス
・
酸
欠

隣接都市救助応援発生場所別出動状況

合
　
　
　
計

　　　　事故種別

発生場所別

破
　
　
　
裂

被応援

16

5

外
水
面

山岳

12

110

芦屋市

応　援
宝塚市

5

8宝塚市

神戸市

32

道
　
　
　
路

三田市

1

1 17

272 3

神戸市

尼崎市

1

78

3

隣接都市救助応援（被応援）出動状況

3

出動件数 出動台数 救助人員

尼崎市 16

出動人員

56

1芦屋市

84

18

235 1
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     使用別 

使 用 件 数 67 1 66

使 用 器 数 234 5 229

潜 水 器 具 使 用 状 況

合 計 救 助 訓 練 その他

 区 分

使 用 器 数 6426 73 172 6181

使 用 件 数 1727 17 16 1694

空 気 呼 吸 器 使 用 状 況

使用別  
合
 
 
　
計

救
　
　
　
助

火
　
　
　
災

緊
急
対
応
事
故

訓
　
　
　
練

そ
　
の
　
他

 区 分
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事故
種別

発生場所 災害・活動状況
救出
人員

救出
時間
(分)

出動
台数

出動
人員

火災
西宮市
桜町

　木造２階建一般住宅１棟延べ183.5㎡を全焼した火
災事案。屋内進入し、人命検索活動を実施し、１階で
意識不明の要救助者を発見し救出した。

1 310 19 81

その他の
事故

西宮市
名塩新町

　「川岸で人が倒れているところを見ました。動いて
いないようです。」との通行人からの通報により出動
した事案。
　堤防から約５ｍ下部の川岸に仰臥位で倒れている要
救助者を全脊柱固定後、担架に収容し山岳救助資機材
を使用して要救助者を引き上げ救出した。

1 33 4 14

その他の
事故

西宮市
仁川町

　「行方不明中の84歳男性を発見しました。警察機関
では急斜面で搬送困難なため、協力を依頼します。」
との警察からの要請により出動した事案。
　隊員２名が、斜面約50ｍ下部に進入、河川敷に要救
助者を確認した。更に隊員３名が進入し、担架に収
容、救出経路確保のため、障害となる枝木を切り落と
しながら、３５ｍを搬送し、傾斜が急な残り15ｍから
は山岳救助資機材を使用して引上げ救出した。

1 65 5 18

その他の
事故

西宮市
名塩新町

　「５時半頃、橋から飛び込むとの入電が本人からあ
り、その後連絡がつかない。」との110番センターか
らの通報により出動した事案。
　川に掛かる橋梁上から河川内を確認したところ頭部
を南に向け仰臥位の要救助者を発見。高さが約20ｍ
あったため、ロープにて隊員２名が降下進入し、バッ
クボード固定及びスパルタンバスケットストレッ
チャーに収容。救助工作車のクレーンのフックを支点
にロープで道路上まで引上げ救出した。

1 48 4 14

令和６年中の主な救助事案

月日
覚知
時分

3月2日

5月28日

7月18日

11月30日

15:00

10:11

16:56

5:36
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アセチレン

合計 4.7㍑ 6.8㍑ 8.4㍑ 10㍑ 15㍑ 合計 ４㍑ ６㍑ ３㍑

437 8 367 42 20 7 1 6

5 5

3 3

15 10 5 2 2

67 5 62

30 30

14 9 5 2 2

64 64

31 31

16 12 4 1 1

69 69

33 33

12 6 6 2 2

48 48

30 30

下段は軽量容器を表す。 令和３年１月１日現在

アセチレン

合計 4.7㍑ 6.8㍑ 8.4㍑ 10㍑ 15㍑ 合計 ４㍑ ６㍑ ３㍑

2328 32 2116 119 61

本署 904 32 835 29 8

北夙川 118 118

本署 245 205 24 16

浜 174 174

本署 239 180 46 13

甲東 46 46

本署 552 508 20 24

山口 50 50

所属別消防用空気・酸素等容器保有状況

酸　素　容　器

酸　素　容　器容器別

所属別

空　気　容　器

本署

合　計

本署

北

容器別

所属別

合　計

局

瓦
木

空　気　容　器

本署

所属別消防用空気・酸素等充てん状況

山口

瓦
木

北

局

北夙川

浜

鳴
尾

西
宮

鳴
尾

西
宮

本署

甲東
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450 7 38 10 0 0 216 5 0 174

( 224 ) ( 3 ) ( 16 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 174 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 21 )

481 4 27 9 0 3 231 3 0 204

( 234 ) ( 6 ) ( 10 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 185 ) ( 2 ) ( 0 ) ( 25 )

551 4 31 7 0 2 238 5 0 264

( 277 ) ( 4 ) ( 14 ) ( 4 ) ( 0 ) ( 2 ) ( 218 ) ( 6 ) ( 0 ) ( 29 )

607 7 27 10 0 1 261 0 0 301

( 292 ) ( 5 ) ( 10 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 231 ) ( 0 ) ( 0 ) ( 37 )

642 10 29 6 0 2 280 7 0 308

( 292 ) ( 6 ) ( 9 ) ( 5 ) ( 0 ) ( 1 ) ( 248 ) ( 5 ) ( 0 ) ( 18 )

（救助人員）

過去５年間の事故別救助出動状況

   事故種別

年別

合

計

火

災

交

通

事

故

水

難

事

故

自

然

災

害

機

械

事

故

建

物

事

故

ガ
ス
・
酸
欠
事
故

破

裂

事

故

そ

の

他

の

事

故

令和02年

令和06年

（救助人員）

令和03年

（救助人員）

令和04年

（救助人員）

令和05年

（救助人員）
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